
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況
達成
状況

学校関係者評価者による意見

<人材育成> 【成果指標】
職員の学校運営への
参画意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<いじめ・不登校対応> 【努力目標】
未然防止策の実施、
組織的な問題対応

Ａ：迅速的確に対応が行わ
れている。

Ｂ：対応している。

Ｃ：対応に問題がある。

Ｄ：対応できていない。

＜教師の指導力の向上＞ 【成果指標】
教師の研修・研究へ
の意欲

Ａ：「学びの集団」になっている

Ｂ：研修や研究への意欲が高い

Ｃ：研修や研究への意欲はある

Ｄ：意欲が低く向上が見られない

＜「わかる・できる」授業＞ 【満足度指標】
児童の授業への満足
度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜学力向上＞ 【努力指標】
問題や弱点の把握と
解決の授業実践

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜読書活動の推進＞ 【成果指標】
月８冊以上読書する
児童数

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜親和的な集団づくり＞ 【満足度指標】
児童の学校・学級で
の満足度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜道徳教育の推進＞ 【努力指標】
別様に基づく授業実
践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<情報モラル教育の推進> 【成果指標】
年間計画に基づく授
業実践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

平成２７年度　　学校評価中間報告

「わかった」「できた」がさらに
感じられるように、1時間のタイ
ムマネージメントを意識し、ま
とめやふり返りを大切した授
業づくりに努めていく。

１学期の取り組みの検証
（チェックリスト）と今年度の分
析・考察・対策を確認し、２学
期以降実施していく。各学年
の取り組みの中で、小松市の
学力向上アプローチ（過去問
題プリント）の効果的な活用や
個別の支援体制の確立も検
討課題である。

今後も、図書館司書と連携
し、授業をはじめ、委員会活
動や行事など様々な機会をと
らえ、読書の推奨をしていく。
また、毎月中旬には、特に冊
数の少ない児童への声かけ
を行っていく。

小松市立　今江小　　学校　　

今後の方向性
（改善計画等）

今後も，特別活動・児童会活
動・委員会活動・クラブ活動
等の充実を通して，自尊感情
の向上と親和的な集団作りを
推進する。

道徳教育については、家庭と
の連携をさらに深めることをめ
ざし、授業公開やホームペー
ジでの実践報告などにも力を
入れていきたい。

情報モラルについては「事例
で学ぶＮｅｔモラル」等のメディ
アリテラシーに関する教材を
活用した授業について全職
員で共通理解をはかり、２学
期以降に実践をしていく。

A

国語や理科、総合的な
学習の時間の授業に
おいて、インターネット
の活用等、情報教育と
関連した学習を行って
きたが、年間計画に基
づく授業実践はこれか
らである。

Ｃ

児童アンケートにおいて「学
校や学級での毎日が楽しい」
と答えた児童が96%，「周りの
人にやさしくしたり，親切にし
たりしている」と答えた児童が
95%であった。児童は学校生
活に対し高い満足度を感じる
とともに，親和的な集団作りに
貢献している実感をもってい
ることがうかがえる。

「十分取り組んでいる」「取り
組んでいる」と答えた教職員
は１００％であり、どの学級も
昨年度作成した年間指導計
画や全体計画別葉に基づい
て計画的に実践されている。
また、体験活動につなげるな
ど道徳の時間だけでなく、全
教育活動を通して道徳性を
育んでいけるような実践が行
われている。

主任等を中心に、教員の専
門性と同僚性を活かし、協
働する学校作りをめざす。

「わかった」「で
きた」と達成感や
成就感を感じる授
業作りが推進され
ている。

A

意欲的に研修や研
究に取り組み、自
己の授業力や指導
力の向上につなげ
ている。

これまでの学力調査の
分析結果をもとに、各
学年において、日々の
授業、朝のスキルタイ
ム等で意識的に本校の
課題に対して取り組ま
れている。

A

③
　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

道徳の時間を充実させ、豊
かな体験活動とつなげるこ
とで、心に響く道徳教育を
推進する。

未然防止のため，日頃の
学習活動やグループエン
カウンター等を通した人間
関係づくりに努めている。
また，いじめアンケートの
実施直後の面談や，校長
への「報告・連絡・相談」
の徹底など，早期発見お
よび迅速的確な組織的対
応を行っている。

一人の児童の一月
の読書量が８冊を
超え、市の読書目
標年間１００冊達
成されている

企画委員会において，学校
の課題や今年度重点的に取
り組む内容について共通理
解を図りながら，教育活動を
一層充実させ，学校経営ビ
ジョンの具現化を図っていく。

今後もいじめの未然防止のた
め，親和的な学級づくりに努
めるとともに，早期発見・迅速
的確な組織的対応が行えるよ
う，研修等を充実させていく。

「学ぶ教師集団」としての取組
の継続。その研修の成果を児
童に生かす。学校研究の確
認や児童の学習規律・学習
集団づくりに向けての取り組
みの共通理解・共通行動に
努める。

A

各自が担当分掌の仕
事を責任を持って取り
組むことはもちろん，各
主任が自覚を持って分
掌を運営しているの
で，学校全体が組織的
に動くことができてい
る。

教職員アンケートから
は、日常的なＯＪＴも含
め、授業力・指導力を
高めるための校内・校
外の研修への積極的
な参加、その啓発等、
意欲的な「学ぶ教師集
団」としての姿が見られ
る。
教職員は、教材研究を通して
ねらいを明確にした授業づく
りに努めている。児童の満足
度にも反映されており、「よく
あてはまる」「ややあてはまる」
とした児童が、94％であった。
保護者アンケートでも、「学校
は分かる学習指導に取り組ん
でいる」が99％であり、学校、
児童、保護者共に意識は同じ
であった。

B

A

国語科を中心に、各教科
等で積極的に読書活動を
取り入れたり児童への呼
びかけなどを行ったりし
た。月8冊以上読書する児
童数の割合は、4月は５
８%、5月は８３%、6月は８
９%であった。また、7月ま
での平均貸出冊数は62冊
であった。

【　様式５　】

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

情報教育指導計画
にもとづき、計画
的に授業実践を行
われている。

各教科・領域等と関連した
読書活動を工夫改善し、児
童に望ましい読書習慣を確
立する。
【学びの指針８条】

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

自　　己　　評　　価

教員個々の安全意識や危機
管理能力を高め、いじめ等
に組織的に迅速的確に対応
する。

主任等のリーダー
シップのもとで、
各分掌が組織的に
運営されている。

いじめ基本方針基
づき、未然防止、
早期発見し、問題
等には適切な対応
ができている。

A

親和的な学級作り
が進み、共感的な
人間関係が醸成さ
れている。

情報社会で適正な活動を行
うための基になる考え方と
態度を、教育活動全体の中
で学ぶ。

学力調査の分析結果を共通
理解し、適切な対応に迅速
に取り組み、学力向上をめ
ざす。
【学びの指針１１条】

A

全教職員で問題を
把握した上で、本
校児童の弱点補強
策を学校全体の課
題として取り組ん
でいる。

道徳教育年間指導
計画（別葉）に基
づき、計画的に授
業実践が行われて
いる。

教員研修と学校研究の充実
により、教師の人間力・授
業力の向上を図る。
【学びの指針１１条】

特別活動・児童会活動・委
員会活動・クラブ活動等を
充実し、自尊感情を高め、
親和的な集団作りを推進す
る。

ねらいを明確にした「わか
る・できる」授業で児童に
学ぶ楽しさと成就感を与え
る。
【学びの指針１・３・６
条】
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今後の方向性
（改善計画等）

自　　己　　評　　価

＜よりよい生活習慣の確立＞ 【満足度指標】
児童の健康や生活へ
の意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜体力の向上＞ 【努力指標】
課題に基づく授業の
創意工夫

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜学校からの情報発信＞ 【満足度指標】 保護者の満足度

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜郷土愛の育成＞ 【満足度指標】
児童の地域の方への
感謝の割合

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜家庭学習の習慣化＞ 【満足度指標】
学年に応じた家庭学
習達成者の割合

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

学校からの便りやＨＰ
をもとに会話をしたと答
えた割合が全体の９
４％であったことから、
学校からの便りやＨＰ
をもとに家庭で学校生
活の様子について話し
合いを持っていることが
うかがえる。

Ａ

今後もそれぞれの立場から各
種便りを発行していき学校の
情報を発信していく。
昨年度よりもＨＰの更新を進
んで行っており、閲覧者も増
加しているので、今後も継続
してＨＰの更新を随時行って
いく。

今後も有効な教育実践を積
み重ね、郷土愛の育成に努
める。
（教育課程実施の中で、地域
教材の精査・位置づけの確認
をする）

次回の家庭学習週間の取り
組みで、各学年の目標時間
を教職員が再度共通理解し、
児童に時間を意識した計画を
立てるように指導する。宿題
以外の自学や読書のさらなる
呼びかけをしていく。

児童アンケートの結果、
「今江町・今江小学校が
好き」はほぼ１００％。ス
クールソング「WE LOVE
今江」の大合唱、各学年
の地域教材・人材による
授業やＰＴＡ・地域行事へ
の積極的な参加を通し
て、ふるさとへの誇りや地
域の人々への感謝の思い
が培われている。

Ｃ

B

今後も，生活チェックを継続
すると共に，学校保健委員会
などでも呼びかけ，家庭と連
携していく。

今後も，授業でトレーニングを
取り入れたり，授業以外でも
休み時間等を利用して体力
作りができるような工夫をして
いく。

体力テストでは，立ち
幅跳び，５０ｍ走，握力
において，県平均を下
回っていることから，
「力強さ」に関わる運動
に課題があると言える。
課題の解決に向け，指
導法を工夫していると
答えた割合が82％で
あった。

B

「10分×各学年+30分」
の達成者数は、34.8％
で、「10分×学年」で
は、94％であった。保
護者は88％が家庭学
習の習慣が身について
いると答えている。家庭
学習に取り組む時間に
課題が残る。

Ａ

健康な体をつくるため
に進んで取り組んでい
ると答えた児童の割合
が92％だった。毎週生
活チェックをしているこ
とや家庭の協力による
ものが大きいと思われ
る。

「生活チェック
カード」等に取り
組み、児童の自己
管理能力を高め
る。

体力テスト結果を
もとに、本校の児
童の課題解決のた
めの指導を工夫し
ている。

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

各種便りやホーム
ページでの情報を
もとに家庭でのコ
ミュニケーション
が増え、児童の学
校生活がわかる。

「今江小学校」や
「ふるさと今江
町」を誇りに感じ
ている。

基本的生活習慣が
確立し、家庭学習
が習慣化してい
る。

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

各種便りやホームページで
積極的に保護者や地域に情
報発信し、学校教育への参
画を進める。
【学びの指針９・１２条】

地域人材の活用と、ふるさ
と学習の推進、地域行事へ
の積極的参加を促し、郷土
愛の育成に努める。
【学びの指針１０条】

家庭学習の習慣化を、保護
者と共通の目標を持って達
成のために連携をする。
【学びの指針７条】

児童自身が健康や生活に関
心を持ち、よりよい生活習
慣や食生活づくりを推進す
る。
【学びの指針７条】

体育授業や生涯スポーツの
工夫改善で、体育指導の充
実をり、体力の向上をめざ
す。


